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  刊行にあたって   
交通工学研究会では，昭和52年の「最新平面交差の計画と設計」出版以来，「平面交差の計画と

設計－基礎編－」，｢平面交差の計画と設計－応用編－｣および「平面交差の計画と設計－事例集

－」を平面交差の計画・設計・運用に関する実用書として順次出版・改訂を行ってきました． 
本書「平面交差の計画と設計－応用編－2007」は，昨今の多様化したニーズを的確に捉えて実際の計画・設計に反映させる

ための様々な手法について，基礎編と一体となって具体的に解説して例示すべく，平成元年に出版した「改訂 平面交差の計画と

設計－応用編－」を新たに書き直したものです．     平面交差の計画と設計－応用編－編集小委員会 委員長 森田 綽之 
 

 

○概 要○ 
第１章…これからの平面交差の計画・設計技術者に求められる多くの課題について触れ，それらの様々なニー

ズの中で、設計箇所に求められる設計のコンセプトを設計者自らが判断することの重要性について解説 
第２章…平面交差の計画・設計を行う際の様々な視点ごとに，一般的事項や共通事項の考え方を解説 
第３章…交差点形状ごとに計画・設計の際の留意点と検討すべき事項を整理し，その対策について具体的な

設計例をもとに解説 
○特 長○ 

 第 2 章と第 3 章を相互に関連付け，設計上の視点および交差点形状のどちらのアプローチからでも設計

者の求める手法の解説箇所にたどり着くよう工夫されています 
 第 3 章の設計例では設計のコンセプトによって設計結果が変わることを具体的に示すため，1 つの課題

に対して複数の回答例を示しています 
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